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計画提案に係る地区計画（素案） 

 

都市計画法第２１条の４の規定により、国府町観音寺地区地区計画の素案

を徳島市都市計画審議会に提出する。 

 

１ 提出日 

  令和５年３月２７日（月） 

２ 提出者 

  観音寺西郷開発推進協議会 
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地区計画（素案）

国府町観音寺地区地区計画（素案）は次のとおりである。

　計画地区は、本市中心部から西へ約8㎞に位置し、北側は国道192号、東側は国道192号徳島

南環状道路に挟まれた市街化調整区域である。地区周辺には既存住宅地が隣接し、その背後

には農用地が広がっている。また、吉野川の氾濫による洪水浸水が想定されているほか、大雨

時の雨水排水に懸念をかかえている。一方、当地区に接する国道192号徳島南環状道路の東側は

市街化区域であり、幹線道路沿線の立地条件を生かして、商業施設、住宅地等が広がっている。

　徳島市都市計画マスタープランでは、外環状道路沿線を「郊外まちづくり調整ゾーン」と

位置づけ、災害リスクや周辺の農業・自然環境の保全の観点を踏まえ、計画的で秩序ある土

地利用を図るとしている。

　このことから、周辺の農用地や住宅地等との調和を保ちつつ、浸水対策を考慮した安全・

安心な土地利用を図ることを目標とする。

1.

2.

3.

4.

地区計画の
目標

　地区周辺の既存住宅地や、隣接する市街化区域との連続性に配慮した建築物等を誘導する。

　既存市道の拡幅及び新設道路の整備により、周辺交通に配慮するとともに、災害発生時の

名称 国府町観音寺地区地区計画

位置 徳島市国府町観音寺字屋敷、矢三田、弐反田及び西泓の各一部

面積 約　2.6ｈａ

区
域
の
整
備
・
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針

建築物等の形態又は色彩その他の意匠の制限

建築物の用途の制限及び建蔽率及び容積率の最高限度

建築物の敷地面積の最低限度

建築物の高さの最高限度

　以下の方針を定める。

円滑な避難を促す避難路として位置づける。また、道路内に浸水対策を考慮した排水路を

設ける。

　地区及びその周辺の環境を保全するため、緑地を整備する。

土地利用の
方針

地区施設の
整備の方針

建築物等の
整備の方針
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種類

・

・

・

・1,000㎡以上（ただし、住居（兼用住宅を含む）は165㎡以上）

・200％（ただし建築基準法別表第2（か）項に掲げる用途に供する建築物は50％）

・20m以下（地域の避難施設となるものは除く）

・

面積　約0.015㏊

名称 備　考幅員・延長・面積

地区施設道路1号 幅6.5～16.0m 延長 約210m
既存市道拡幅、排水路、
避難路

面積　約0.010㏊

面積　約0.023㏊

地区施設道路3号 幅6.5m 延長 約190m 新設道路

地区施設緑地2号

道路 地区施設道路2号 幅4.0～15.5m 延長 約200m 既存市道拡幅、排水路

次に掲げる建築物は建築してはならない。

建蔽率の
最高限度

敷地面積の
最低限度

容積率の
最高限度

高さの
最高限度

面積　約0.016㏊

地区施設
配置及び

規模

地区施設緑地3号

地
　
　
　
区
　
　
　
整
　
　
　
備
　
　
　
計
　
　
　
　
画

建
　
築
　
物
　
等
　
に
　
関
　
す
　
る
　
事
　
項

用途の制限

地区施設緑地1号

緑地

共同住宅、事務所

建築基準法別表第２（ほ）項に揚げる建築物

60％（ただし建築基準法別表第2（か）項に掲げる用途に供する建築物は50％）

建築物の屋根、外壁及び屋外広告物の意匠・形態は、周辺の景観に配慮した

ものとし、色彩は、親しみやすく落ち着いた色調とする。

形態又は色彩
その他の意匠の

制限

地区施設緑地4号

地区施設緑地5号

面積　約0.048㏊
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地区計画（原案）の公聴会 

 

都市計画法第１６条第１項の規定により、国府町観音寺地区地区計画の原

案の公聴会を開催した。 

 

１ 開催日時・場所 

令和５年８月５日(土) 

午前１０時から午前１０時３０分まで 

徳島市立考古資料館 研修室 

２ 公述人 

２名  

３ 本市の考え方 

公述内容の要旨及び本市の考え方は、次のとおり。 
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国府町観音寺地区地区計画（原案）公聴会の公述内容の要旨及び徳島市の考え方

NO. 公述内容の要旨 徳島市の考え方

１）非常時における災害防御対策
・増加する洪水時の水の流れに対して、当該
　地区内の対処的対策だけでなく、周辺地域
　を含めた内水被害に対応できること。

地区計画区域には、南北に１本、排水路が
通っていますが、南環状道路建設後、台風や
大雨のたび浸水する状況となっています。
当該地区計画では、既存南北水路の断面改

良に加え、環状道路付属水路に接続する、２
箇所のバイパス排水路を設けます。流量を分
散させることにより、下流へ早期に排水する
ことが可能となります。流下能力が向上する
ことから、周辺地域も含め、浸水被害は改善
されると考えています。
また、吉野川水系において、国、県、市は

流域における浸水被害の軽減を図るため、堤
防整備や河道掘削等、流域治水プロジェクト
を進めています。

２）常時の風景、水と緑、気延山の風景を活
　かした計画に
・この地域の歴史、自然環境に配慮した環境
　にする建物、構築物が重要。
・維持、メンテナンスを含めて親水性をもた
　せ、歴史的農業用水路を美しく活かす。

３）2050年脱炭素社会にむけて、グリーン対
　策を
・広い面積を占める駐車場や道の透水舗装、
　ヒートアイランドにしない植栽と緑被率を
　高くし、人が憩え、人と自然に優しい環境
　に。

４）国府の農業や地域性を活かした食材を介
　して豊かなコミュニケーションの場を
・健康、有機栽培を始め徳島の豊かな農産物
　が集まる場を。
・海外、国内の観光客が訪れ、休息を含め旅
　の利便性を提供できる場であり、地元には
　歩行者に配慮して、誰もが安心して集える
　コミュニケーションの場になって欲しい。

５）地域性を活かした創造的価値を高める地
　区開発に公的支援と地域の制度設計を
・激甚災害が増す中、内水被害を含めて、こ
　の地区だけでは解決しない課題であり、周
　辺地区を含めて、安全度を上げなければな
　らないこと、歴史文化の継承や観光、人々
　の交流等、社会的価値を高める場所になり
　得ること等、この地区の開発が地域に多大
　な影響を与えるという総合的な観点から公
　的支援を求める。
・2018年文化財保護法が改正。文化財保存活
　用地域計画が国から推奨されている。徳島
　市が策定にむけて準備している。まさにこ
　の地域が象徴的モデルになるべきではない
　か。

地区計画区域の、地区施設道路、緑地など
は、開発許可申請者が整備することから、公
的支援はありません。
また、吉野川水系において、国、県、市は

流域における浸水被害の軽減を図るため、堤
防整備や河道掘削等、流域治水プロジェクト
を進めています。

「徳島市文化財保存活用地域計画」につい
ては、現在策定に向けて検討を行っており、
国府地区は文化遺産が多く存在する歴史的な
地域であると認識しています。また、地区計
画区域は埋蔵文化財包蔵地であるため、土木
工事などの開発事業を実施しようとする場合
には、文化財保護法第93条に基づく事前の届
出の必要があり、工事内容によっては埋蔵文
化財保護の対応を行うことになります。

都市計画法第２１条の２では、住民等がよ
り主体的かつ積極的に都市計画に関わってい
くことを期待し、可能とするための都市計画
提案制度を設けています。当該地区計画は、
この制度を利用して地元住民の方々から提案
がなされたものです。
地区計画区域では、「地区計画の目標」に

掲げられた、「周辺の農用地や住宅地等との
調和を保ちつつ、浸水対策を考慮した安全・
安心な土地利用」が図られるものと考えてい
ます。

1
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国府町観音寺地区地区計画（原案）公聴会の公述内容の要旨及び徳島市の考え方

NO. 公述内容の要旨 徳島市の考え方

１）田園風景を守るため国府地区を重要な景
　観形成地域に加えたい
・四国の遍路道や、それを含めた山並みや田
　園風景、町並みを含めて広い範囲を、景観
　法に基づく景観計画区域として保護を図る
　ようにと、国は答申を出している。徳島市
　全域は景観計画区域であるが、国府地域を
　眉山の周辺やひょうたん島のように重要な
　景観形成地域に加えたい。

２）屋外広告物条例で規制して、環状線沿い
　の美観景観を整えたい
・京都では、屋外広告物条例が、功を奏して
　派手な看板が消え、綺麗な町並みに変わっ
  た結果、経済効果もあった。環状線沿いの
　看板のモデルの計画を立てて、それに即し
　た規制をかけたい。

屋外広告物条例に関することは、徳島県の
所管となっています。いただきましたご意見
につきましては、徳島県に伝えるとともに、
今後の都市づくりを進める上で参考にさせて
いただきます。

３）治水について、十分配慮していただきた
　い
・流域治水の成功の鍵は、流域内の農地、特
　に水田および排水施設の整備、利用するこ
　とで、洪水ピークの低減を図ることであり
　今回の地域に関しても十分配慮していただ
　きたい。

地区計画区域には、南北に１本、排水路が
通っていますが、南環状道路建設後、台風や
大雨のたび浸水する状況となっています。

当該地区計画では、既存南北水路の断面改
良に加え、環状道路付属水路に接続する、２
箇所のバイパス排水路を設けます。流量を分
散させることにより、下流へ早期に排水する
ことが可能となります。流下能力が向上する
ことから、周辺地域も含め、浸水被害は改善
されると考えています。

また、吉野川水系において、国、県、市は
流域における浸水被害の軽減を図るため、堤
防整備や河道掘削等、流域治水プロジェクト
を進めています。

2

当該地区計画では、「建築物の屋根、外壁
及び屋外広告物の意匠・形態は、周辺の景観
に配慮したものとし、色彩は、親しみやすく
落ち着いた色調とする。」としており、この
範囲内での建築物等が、建築されることとな
ります。

加えて、本市では、「徳島市景観まちづく
り条例」を定め、「景観計画」を策定してい
ます。市全域を「景観計画区域」とし、景観
形成基準には、
【基本事項】
・景観形成の基本方針やゾーンごとの景観
　形成方針等に適合するよう努める。
・場所性を尊重しながら、周辺景観との調
　和やまち並みの連続性に配慮し、著しく
　不調和とならないよう努める。
【建築物の意匠・形態】
・周辺景観との調和やまち並みの連続性に
　配慮し、著しく不調和となる意匠・形態
　はさける。
【建築物の色彩】
・著しく周辺景観と不調和となる色彩はさ
　ける。
などがあります。

このように景観計画を策定していますが、
条例等による規制によって、地域の景観を守
り続けていくには限界があります。その土地
で暮らす方、その土地で開発行為等を行い建
築物等を建てようとする方など、地域住民の
皆様の、景観に対する配慮やご協力が必要不
可欠と考えます。
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徳島県との事前協議 

 

都市計画法第１９条第３項に係る県と市町との協議実施要領の規定によ

り、徳島県との事前協議を行った。回答は、次のとおり。 

 

１ 協議期間 

    令和５年９月１１日（月）から令和５年１０月２３日（月）まで 

 

２ 内容 

    別紙のとおり。 
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地区計画（案）の縦覧期間中に提出された意見書の要旨等 

 

都市計画法第１７条第２項の規定により、国府町観音寺地区地区計画の案

を公衆の縦覧に供したところ、同条第２項の規定による意見書の提出があっ

た。同法第１９条第２項の規定により、意見書の要旨を徳島市都市計画審議

会に提出する。 

 

１ 縦覧期間 

令和５年１１月６日(月)から１１月２０日(月)まで 

２ 受付意見書総数 

１通  

３ 項目別意見書の要旨（１通につき複数の意見は全てカウント） 

（１）道路について                 ２件 

（２）周辺対策について               １件 

（３）その他                    ２件 

                         計５件 

３ 本市の考え方 

意見書の要旨及び本市の考え方は、次のとおり。 
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国府町観音寺地区地区計画（案）意見書の要旨及び徳島市の考え方

NO. 意見書の要旨 徳島市の考え方

１．歩行者の安全を意識した道路の設備
・道路１号は、小学生が集団登校に利用する
　通学路となっている。また、朝夕は多くの
　高齢者が散歩道として活用し、商業施設の
　完成後はお遍路さんの利用もある。歴史あ
　る国府町の景観にマッチし、安全に通行・
　横断できる歩行者に寄り添った道路の設備
　を希望する。
・道路３号と住宅８軒に接した道路は、抜け
　道としての利用が想定されるので、安易に
　は進入しづらいよう、縁石や車止め（ボラ
　ード）等による対策と速度抑制するための
　ハンプ等の設置が必要。交通安全対策は人
　命に関わるため検討いただきたい。用水路
　への転落防止柵も必要。

地区施設道路１号、２号及び３号につきま
しては、「地区施設の整備の方針」に掲げら
れた、「既存市道の拡幅及び新設道路の整備
により、周辺交通に配慮するとともに、災害
発生時の円滑な避難を促す避難路として位置
づける。また、道路内に浸水対策を考慮した
排水路を設ける。」に沿った道路が整備され
るものと考えています。

住宅８軒に接した道路とは、住宅東側南北
市道のことと解しており、地区計画区域外で
はありますが、地区施設道路１号及び２号の
交差点改良工事により、必要な安全対策はな
されるものと考えています。なお、市道にお
いて安易に進入しづらくする措置を行うこと
は、一般的にはございませんが、地区施設道
路３号を配置し、周辺交通に配慮する計画と
なっています。

用水路については、水路管理者と協議を行
い、必要な安全対策を求める予定としていま
す。

２．防犯と防音を兼ねたフェンスの設置
・出店予定の商業施設は２４時間営業で、店
　の駐車場から住居内が伺える状況は、防犯
　上非常に劣悪である。加えて夜中の自動車
　やバイクの走行による騒音対策は重要。浴
　室やリビングの換気のため、窓を開放して
　も視線が気にならない高さと防音効果のあ
　るフェンスの設置を希望する。安心して生
　活できる環境を切実にお願いしたい。

地区計画決定後の土地利用につきまして
は、「地区計画の目標」に掲げられた、「周
辺の農用地や住宅地等との調和を保ちつつ、
浸水対策を考慮した安全・安心な土地利用」
が図られるものと考えています。

いただきましたご意見につきましては、計
画提案者及び開発許可申請者に伝えるととも
に、今後の都市づくりを進めるうえで参考に
させていただきます。

３．その他
・２４時間の営業は必要か？とても静かで穏
　やかな国府町が気に入っているのに残念。
・都市計画の意見としては、相応しくない内
　容かもしれないが、安全・安心な土地利用
　をお願いしたい。
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